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(

訳
文
）

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
と
の
間
の
協
定
第
十
条
に
基
づ
く
日
本
国
政
府
と

ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
政
府
と
の
間
の
実
施
取
極

前
文

日
本
国
政
府
及
び
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
政
府
は
、

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
基
本
協
定
」
と
い
う
。
）
第

十
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
章

総
則

第
一
条

定
義

こ
の
取
極
の
適
用
上
、

「
両
締
約
国
」
と
は
、
日
本
国
及
び
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
を
い
い
、
「
締
約
国
」
と
は
、
日
本
国
又
は
ブ
ル

(a)
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ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
を
い
う
。

「
両
締
約
国
政
府
」
と
は
、
日
本
国
政
府
及
び
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
政
府
を
い
い
、
「
締
約
国
政
府
」
と

(b)
は
、
日
本
国
政
府
又
は
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
政
府
を
い
う
。

第
二
章

税
関
手
続

第
二
条

相
互
支
援

１

両
締
約
国
政
府
は
、
関
税
法
令
の
適
正
な
適
用
を
確
保
す
る
た
め
、
並
び
に
関
税
法
令
の
違
反
及
び
そ
の
未
遂
を
防
止

し
、
調
査
し
、
及
び
抑
止
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
関
当
局
を
通
じ
て
相
互
に
支
援
す
る
。

２

両
締
約
国
政
府
は
、
必
要
か
つ
適
当
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
関
当
局
を
通
じ
て
、
新
た
な
税
関
手
続
の
研
究
、
開

発
及
び
試
験
、
取
締
り
の
た
め
の
新
た
な
装
置
及
び
技
術
の
研
究
、
開
発
及
び
試
験
、
税
関
職
員
の
訓
練
活
動
並
び
に
税
関

当
局
間
の
人
的
交
流
の
分
野
に
お
い
て
協
力
す
る
。

第
三
条

情
報
通
信
技
術

両
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
両
税
関
当
局
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
税
関
手
続
を
改
善
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
例
え
ば
、
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
課
程
及
び
最
良
の
慣
行
の
共
有
を
通
じ
て
、
そ
の
税
関
手
続
に
お
け
る
情
報
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通
信
技
術
の
利
用
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
る
。

第
四
条

危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手
法

１

両
締
約
国
間
で
取
引
さ
れ
る
物
品
の
通
関
を
容
易
に
す
る
た
め
、
両
税
関
当
局
は
、
引
き
続
き
危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手

法
を
用
い
る
。

２

両
締
約
国
政
府
は
、
セ
ミ
ナ
ー
及
び
研
修
課
程
を
通
じ
て
、
両
締
約
国
及
び
第
三
国
そ
の
他
の
関
税
地
域
に
お
け
る
危
険

度
に
応
じ
た
管
理
手
法
の
使
用
及
び
危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手
法
に
関
す
る
技
術
の
向
上
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
る
。

３

両
税
関
当
局
は
、
危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手
法
に
関
す
る
技
術
そ
の
他
の
取
締
り
の
た
め
の
技
術
に
関
し
て
、
情
報
（
最

良
の
慣
行
を
含
む
。
）
を
交
換
す
る
。

第
五
条

不
正
取
引
の
取
締
り

１

両
税
関
当
局
は
、
税
関
官
署
で
の
通
関
に
お
け
る
不
正
な
薬
物
そ
の
他
の
禁
制
品
の
取
引
の
取
締
り
に
関
し
て
、
協
力

し
、
及
び
情
報
を
交
換
す
る
。

２

両
締
約
国
政
府
は
、
税
関
官
署
で
の
通
関
に
お
け
る
不
正
な
薬
物
そ
の
他
の
禁
制
品
の
取
引
の
防
止
の
た
め
、
関
税
協
力

理
事
会
の
下
で
の
地
域
的
な
協
力
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
る
。
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第
六
条

知
的
財
産
権

両
税
関
当
局
は
、
知
的
財
産
権
を
侵
害
す
る
疑
い
の
あ
る
物
品
の
輸
入
及
び
輸
出
の
取
締
り
で
あ
っ
て
自
国
の
国
境
に
お
い

て
行
わ
れ
る
も
の
に
関
し
て
、
協
力
し
、
及
び
情
報
を
交
換
す
る
。

第
七
条

情
報
の
交
換

１

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
他
方
の
締
約
国
政
府
が
こ
の
章
の
規
定
に
従
っ
て
秘
密
の
も
の
と
し
て
提
供
す
る
あ
ら
ゆ
る
情

報
の
秘
密
性
を
保
持
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
他
方
の
締
約
国
政
府
が
当
該
情
報
の
開
示
に
同
意
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

２

一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
秘
密
性
の
保
持
又
は
情
報
の
使
用
目
的
の
制
限
に
関
し
、
自
己
が
要
請
す
る
保
証
を
他
方
の
締

約
国
政
府
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
政
府
に
提
供
す
る
情
報
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

情
報
を
要
請
す
る
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
同
様
の
要
請
が
他
方
の
締
約
国
政
府
に
よ
り
行
わ
れ
た
な
ら
ば
応
ず
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
自
己
の
要
請
に
お
い
て
そ
の
事
実
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
す
る
。
当
該
要
請
に
応
ず
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
政
府
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
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４

こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
き
一
方
の
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
が
他
方
の
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
に
提
供
す
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
他
方
の
締
約
国
の
関
税
法
令
に
基
づ
く
当
該
他
方
の
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
の
職
務
の
遂
行
の
た
め
に
の
み
使

用
す
る
。

５

こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
提
供
を
受
け
る
締
約
国
政
府
は
、
裁
判
所
又
は
裁
判
官
が

行
う
刑
事
手
続
に
お
い
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
き
一
方
の
締
約
国
政
府
か
ら
他
方
の
締
約
国
政
府
に
提
供
さ
れ
る
情
報
を
刑
事
手
続
に
お
い
て
裁

判
所
又
は
裁
判
官
に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
政
府
は
、
当
該
情
報
に
対
す
る
要

請
を
外
交
上
の
経
路
又
は
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
経
路
を
通
じ
て
当
該
一
方
の
締
約

国
政
府
に
提
出
す
る
。
当
該
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
政
府
が
示
す
合
理
的
な
期
限
内
に
迅
速
か
つ
好

意
的
に
回
答
を
行
う
よ
う
最
善
の
努
力
を
払
う
。

７

こ
の
章
の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
他
方
の
締
約
国
政
府
へ
の
情
報
の
提
供
が
自
国
の
法
令

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
自
己
の
重
要
な
利
益
と
両
立
し
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
提
供
を
行
う
こ
と

を
要
し
な
い
。
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第
八
条

税
関
手
続
に
関
す
る
小
委
員
会

１

基
本
協
定
第
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
税
関
手
続
に
関
す
る
小
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
小
委
員
会
」
と

い
う
。
）
は
、
次
の
職
員
で
構
成
す
る
。

共
同
議
長
と
し
て
、
日
本
国
財
務
省
及
び
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
関
税
・
消
費
税
庁
の
職
員

(a)

ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
に
つ
い
て
は
、
関
税
・
消
費
税
庁
の
職
員
及
び
特
例
的
な
場
合
に
は
討
議
さ
れ
る
問
題

(b)
に
関
連
す
る
必
要
な
専
門
知
識
を
有
す
る
他
の
政
府
職
員

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
及
び
外
務
省
の
職
員
並
び
に
特
例
的
な
場
合
に
は
討
議
さ
れ
る
問
題
に
関
連
す
る
必
要

(c)
な
専
門
知
識
を
有
す
る
他
の
政
府
職
員

２

小
委
員
会
は
、
両
締
約
国
政
府
の
合
意
に
よ
り
、
両
締
約
国
政
府
以
外
の
関
係
団
体
の
代
表
者
で
あ
っ
て
、
討
議
さ
れ
る

問
題
に
関
連
す
る
必
要
な
専
門
知
識
を
有
す
る
も
の
を
招
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
章

エ
ネ
ル
ギ
ー

第
九
条

協
力
の
形
態

基
本
協
定
第
九
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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関
係
法
令
に
関
す
る
見
解
及
び
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
。

(a)

経
験
及
び
最
良
の
慣
行
を
共
有
す
る
こ
と
。

(b)

専
門
家
の
訪
問
及
び
交
流
を
奨
励
し
、
及
び
円
滑
に
す
る
こ
と
。

(c)

能
力
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

(d)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(e)

セ
ミ
ナ
ー
及
び
研
究
集
会
の
開
催
を
促
進
す
る
こ
と
。

(f)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(g)
第
四
章

協
力

第
一
節

貿
易
及
び
投
資
の
促
進

第
十
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
民
間
部
門
の
事
業
体
の
間
の
交
流
及
び
協
力
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
両
締
約
国
政
府
の
共
同
の
努
力
が

両
締
約
国
間
の
貿
易
及
び
投
資
を
一
層
促
進
す
る
触
媒
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従

い
、
両
締
約
国
の
民
間
部
門
の
事
業
体
に
よ
る
貿
易
及
び
投
資
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
に
協
力
す
る
。
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第
十
一
条

協
力
の
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

貿
易
及
び
投
資
の
促
進
に
関
す
る
活
動
（
例
え
ば
、
貿
易
及
び
投
資
の
使
節
団
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
並
び

(a)
に
貿
易
見
本
市
）
を
組
織
し
、
及
び
当
該
活
動
に
つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
。

貿
易
、
投
資
及
び
事
業
に
関
連
す
る
法
令
並
び
に
両
締
約
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
関
す
る
情
報
を
交
換
し
、
及
び
共
有

(b)
す
る
こ
と
。

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(c)

貿
易
及
び
投
資
の
発
展
及
び
促
進
を
強
化
す
る
た
め
、
専
門
家
の
交
流
を
行
い
、
及
び
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

(d)

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
が
運
営
す
る
対
日
投
資
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
関
連
施
設

(e)
及
び
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
外
務
貿
易
省
の
利
用
を
、
両
締
約
国
の
潜
在
的
な
投
資
家
に
対
し
、
奨
励
す
る
こ

と
。両

締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(f)
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第
二
節

中
小
企
業

第
十
二
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
各
締
約
国
の
国
民
経
済
の
活
力
及
び
競
争
力
を
高
め
る
上
で
中
小
企
業
が
果
た
す
基
本
的
な
役
割
を
認

識
し
て
、
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
両
締
約
国
の
中
小
企
業
及
び
関
係
機
関
の
間
の
緊
密
な
協
力
を
促
進
す
る
こ
と

に
協
力
す
る
。

第
十
三
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

中
小
企
業
の
経
営
及
び
競
争
力
の
強
化

(i)

中
小
企
業
に
関
連
す
る
人
材
養
成

(ii)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

中
小
企
業
に
関
す
る
見
解
及
び
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
。

(i)

中
小
企
業
の
た
め
の
能
力
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

(ii)
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研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iii)

セ
ミ
ナ
ー
及
び
研
究
集
会
の
開
催
を
促
進
す
る
こ
と
。

(iv)

専
門
家
の
訪
問
及
び
交
流
を
奨
励
し
、
及
び
円
滑
に
す
る
こ
と
。

(v)

両
締
約
国
の
中
小
企
業
に
よ
る
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
。

(vi)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(vii)
第
三
節

農
業
、
林
業
及
び
漁
業

第
十
四
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
安
定
的
な
食
糧
供
給
の
確
保
並
び
に
農
業
、
林
業
及
び
漁
業
の
持
続
可
能
な
発
展
の
重
要
性
を
認
識
し

て
、
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
農
業
、
林
業
及
び
漁
業
の
分
野
に
お
い
て
、
両
締
約
国
の
相
互
の
利
益
の
た
め
に
協

力
す
る
。

第
十
五
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)
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農
業
、
林
業
及
び
漁
業
に
関
連
す
る
人
材
養
成

(i)

農
業
、
林
業
及
び
漁
業
に
関
連
す
る
技
術
の
開
発
及
び
促
進

(ii)

食
品
産
業
の
健
全
な
発
展
及
び
市
場
政
策

(iii)

衛
生
植
物
検
疫
措
置

(iv)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

農
業
、
林
業
及
び
漁
業
に
関
す
る
見
解
及
び
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
。

(i)

日
本
国
農
林
水
産
省
と
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
産
業
・
一
次
資
源
省
と
の
間
で
対
話
の
枠
組
み
を
設
け
る
こ

(ii)
と
。農

業
、
林
業
及
び
漁
業
の
た
め
の
能
力
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

(iii)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iv)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(v)
第
四
節

観
光

第
十
六
条

基
本
原
則



562

両
締
約
国
政
府
は
、
観
光
が
両
締
約
国
の
国
民
の
間
の
相
互
理
解
の
増
進
に
寄
与
し
、
及
び
各
締
約
国
の
経
済
に
と
っ
て
重

要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
両
締
約
国
に
お
い
て
観
光
を
促
進
し
、
及
び
発
展

さ
せ
る
た
め
に
協
力
す
る
。

第
十
七
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

両
締
約
国
間
の
観
光
の
促
進

(i)

観
光
の
持
続
可
能
な
発
展

(ii)

観
光
に
関
連
す
る
人
材
養
成

(iii)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

研
究
集
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
促
進
す
る
こ
と
。

(i)

観
光
及
び
そ
の
関
連
部
門
に
関
連
し
て
、
関
係
法
令
、
政
策
及
び
統
計
に
関
す
る
情
報
を
交
換
し
、
並
び
に
経
験
を

(ii)
共
有
す
る
こ
と
。
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観
光
の
た
め
の
能
力
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

(iii)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iv)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(v)第
五
節

教
育
及
び
人
材
養
成

第
十
八
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
及
び
繁
栄
が
国
民
の
知
識
及
び
技
能
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
、
並
び
に
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
能
力
の
開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
、
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
教
育
及
び
人
材
養
成
の
分
野
に
お
い
て
協
力
す
る
。

第
十
九
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

高
等
教
育

(i)

技
術
訓
練
及
び
職
業
訓
練

(ii)
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高
度
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
人
材
の
養
成

(iii)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

政
策
事
項
に
関
す
る
見
解
及
び
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
。

(i)

専
門
家
、
学
者
、
教
員
及
び
政
府
職
員
の
訪
問
及
び
交
流
を
奨
励
し
、
及
び
円
滑
に
す
る
こ
と
。

(ii)

両
締
約
国
の
教
育
機
関
の
間
の
協
力
を
奨
励
す
る
こ
と
。

(iii)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iv)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(v)
第
六
節

情
報
通
信
技
術

第
二
十
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
情
報
通
信
技
術
及
び
情
報
通
信
技
術
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
業
慣
行
が
民
間
部
門
の
主
導

に
よ
り
内
外
で
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
両
締
約
国
が
情
報
通
信

技
術
の
利
用
に
よ
り
最
大
の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
情
報
通
信
技
術
及
び
情
報
通
信
技
術
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
に
協
力
す
る
。
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第
二
十
一
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

情
報
通
信
技
術
に
関
連
す
る
人
材
養
成

(i)

情
報
通
信
技
術
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

(ii)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

共
同
研
究
開
発
を
奨
励
す
る
こ
と
。

(i)

政
策
事
項
に
関
す
る
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
。

(ii)

情
報
通
信
技
術
の
た
め
の
能
力
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

(iii)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iv)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(v)
第
七
節

科
学
技
術

第
二
十
二
条

基
本
原
則
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両
締
約
国
政
府
は
、
科
学
技
術
が
中
長
期
的
に
各
締
約
国
の
経
済
の
持
続
的
な
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
基
本

協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
平
等
及
び
相
互
の
利
益
の
原
則
に
基
づ
き
平
和
的
目
的
の
た
め
に
科
学
技
術
の
分
野
に
お
け
る

協
力
を
発
展
さ
せ
、
及
び
促
進
す
る
。

第
二
十
三
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

産
業
開
発
の
基
礎
を
提
供
す
る
た
め
に
適
し
た
科
学
技
術

(i)

高
度
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
人
材
の
養
成

(ii)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

両
締
約
国
の
研
究
機
関
の
間
の
科
学
技
術
に
関
す
る
情
報
の
交
換
を
奨
励
す
る
こ
と
。

(i)

共
同
研
究
開
発
を
奨
励
す
る
こ
と
。

(ii)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iii)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(iv)
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第
八
節

環
境

第
二
十
四
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
環
境
を
保
護
し
、
及
び
持
続
可
能
な
開
発
を
促
進
す
る
た
め
の
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
並
び

に
環
境
に
関
す
る
多
数
国
間
の
取
極
の
重
要
な
役
割
を
認
識
し
て
、
基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
環
境
の
分
野
に
お
い

て
協
力
す
る
。

第
二
十
五
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

環
境
の
保
全
及
び
改
善

(i)

持
続
可
能
な
開
発
の
促
進

(ii)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

情
報
（
法
令
及
び
政
策
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
交
換
す
る
こ
と
。

(i)

環
境
の
た
め
の
能
力
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

(ii)
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研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iii)

専
門
家
の
訪
問
及
び
交
流
を
奨
励
し
、
及
び
円
滑
に
す
る
こ
と
。

(iv)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(v)
第
九
節

知
的
財
産

第
二
十
六
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
知
識
に
立
脚
し
た
経
済
に
お
け
る
経
済
競
争
力
の
要
因
と
し
て
の
知
的
財
産
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、

基
本
協
定
第
九
章
の
規
定
に
従
い
、
基
本
協
定
第
八
章
に
規
定
す
る
両
締
約
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
知
的
財

産
の
分
野
に
お
け
る
両
締
約
国
間
の
協
力
を
発
展
さ
せ
、
及
び
促
進
す
る
。

第
二
十
七
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

特
許
、
商
標
及
び
意
匠

(i)

著
作
権
及
び
関
連
す
る
権
利

(ii)
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知
的
財
産
の
実
施
許
諾
及
び
管
理

(iii)

デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
け
る
知
的
財
産
の
保
護
並
び
に
電
子
商
取
引
の
増
大
及
び
発
展

(iv)

知
的
財
産
に
関
す
る
教
育
及
び
啓
発
事
業
計
画

(v)
こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

知
的
財
産
並
び
に
各
締
約
国
に
お
い
て
組
織
さ
れ
る
知
的
財
産
に
関
連
す
る
行
事
、
活
動
及
び
自
発
的
活
動
に
関

(i)
し
、
情
報
を
交
換
し
、
及
び
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
。

知
的
財
産
権
の
行
使
に
関
し
、
情
報
を
普
及
し
、
及
び
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
。

(ii)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(iii)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(iv)
第
十
節

陸
上
交
通

第
二
十
八
条

基
本
原
則

両
締
約
国
政
府
は
、
陸
上
交
通
が
両
締
約
国
の
経
済
の
持
続
的
な
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
基
本
協
定
第
九
章

の
規
定
に
従
い
、
陸
上
交
通
の
分
野
に
お
い
て
協
力
す
る
。
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第
二
十
九
条

協
力
の
範
囲
及
び
形
態

基
本
協
定
第
百
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
、

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
範
囲
に
は
、
自
動
車
に
関
連
す
る
陸
上
交
通
に
お
け
る
人
材
養
成
を
含
め
る
こ
と
が

(a)
で
き
る
。

こ
の
節
の
規
定
に
基
づ
く
協
力
の
形
態
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b)

陸
上
交
通
に
関
連
す
る
政
策
事
項
に
つ
い
て
、
見
解
及
び
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
。

(i)

研
修
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
。

(ii)

陸
上
交
通
の
た
め
の
能
力
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

(iii)

両
締
約
国
政
府
が
相
互
に
合
意
す
る
協
力
の
そ
の
他
の
形
態
に
関
す
る
こ
と
。

(iv)第
五
章

最
終
規
定

第
三
十
条

実
施

こ
の
取
極
は
、
両
締
約
国
政
府
に
よ
り
、
基
本
協
定
及
び
両
締
約
国
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
法
令
に
従
っ
て
、

か
つ
、
各
締
約
国
政
府
の
利
用
可
能
な
資
源
の
範
囲
内
で
実
施
さ
れ
る
。
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第
三
十
一
条

見
出
し

こ
の
取
極
中
の
章
、
節
及
び
条
の
見
出
し
は
、
引
用
上
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
取
極
の
解

釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
三
十
二
条

効
力
発
生

こ
の
取
極
は
、
基
本
協
定
の
効
力
発
生
の
時
に
効
力
を
生
じ
、
基
本
協
定
が
有
効
で
あ
る
限
り
効
力
を
有
す
る
。
両
締
約
国

政
府
は
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
政
府
の
要
請
に
基
づ
き
、
こ
の
取
極
の
改
正
に
つ
い
て
相
互
に
協
議
す
る
。

第
三
十
三
条

紛
争
解
決

基
本
協
定
第
十
章
の
規
定
は
、
こ
の
取
極
の
第
二
章
及
び
こ
の
章
の
規
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
両
締
約
国
政
府
間
の

紛
争
解
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
取
極
に
署
名
し
た
。

二
千
七
年
六
月
十
八
日
に
東
京
で
、
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。
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日
本
国
政
府
の
た
め
に

安
倍
晋
三

ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
政
府
の
た
め
に

ハ
サ
ナ
ル
・
ボ
ル
キ
ア


